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第１章第１章第１章第１章    計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方    
 

 

 

 

１１１１    計画策定の背景及び目的計画策定の背景及び目的計画策定の背景及び目的計画策定の背景及び目的    

 

●ひたちなか市は，これまで県下有数の工業都市として発展してきましたが，これに起因した

大気や水質などの環境の悪化が昭和 30 年代後半から 40 年代にかけて見られました。この

ため，茨城県公害防止条例による上乗せ規制を行うなどの地域公害防止計画※に基づく施策

を実施し，これらの克服に努めてきました。 

●しかし，近年の大量生産・大量消費・大量廃棄といった社会経済活動の定着に伴い，日常生

活における環境負荷は増大し，都市・生活型公害※が顕在化してきました。また地球規模の

自然環境破壊などを背景として自然環境保護意識が高まるなど，現在の環境問題は従来の事

案対処型行政では対応できなくなってきています。 

●また，本市海岸部においては，約 1,200ha に及ぶひたちなか地区の開発が進められていま

す。この開発は北関東地域の総合的な開発を先導する重要なプロジェクトであり，また，茨

城県の北部地域開発の拠点として，中核国際港湾茨城港常陸那珂港区や国営ひたち海浜公園

の建設が進められているところです。 

●このような状況の中，本市においても多様な環境問題の解決と真の豊かさを目指し，平成

12 年３月，環境保全に関する基本理念を掲げ，今後の環境政策の理念を明らかにした「ひ

たちなか市環境基本条例」を制定しました。 

 

●  この環境基本条例で示された基本理念を受け，地域の豊かな自然を後世に継承するとと

もに快適で住みよい環境づくりを進めるため，平成 14 年３月に「ひたちなか市環境基本

計画」を策定しました。その後の社会情勢の変化，「ひたちなか市第２次総合計画※」の策

定，環境基本計画に掲げる施策の進捗状況を考慮し，平成 18 年 10 月に改定を行いまし

た。 

●  「ひたちなか市環境基本計画」が平成 22 年度末に計画期間満了となったことから，前

計画の達成状況等を検証し，より良い環境の保全と創造を図るため，「ひたちなか市第２

次環境基本計画」を策定しました。 

 

〈ひたちなか市環境基本条例で示された４つの基本理念〉〈ひたちなか市環境基本条例で示された４つの基本理念〉〈ひたちなか市環境基本条例で示された４つの基本理念〉〈ひたちなか市環境基本条例で示された４つの基本理念〉    

 

●健全で豊かな環境のもたらす恵みの持続的な享受健全で豊かな環境のもたらす恵みの持続的な享受健全で豊かな環境のもたらす恵みの持続的な享受健全で豊かな環境のもたらす恵みの持続的な享受    

●各主体の協同による有限な環境資源の適正管理●各主体の協同による有限な環境資源の適正管理●各主体の協同による有限な環境資源の適正管理●各主体の協同による有限な環境資源の適正管理    

●地球規模の環境問題●地球規模の環境問題●地球規模の環境問題●地球規模の環境問題※※※※に対する，市の施策による環境保全上の支障の未然防止に対する，市の施策による環境保全上の支障の未然防止に対する，市の施策による環境保全上の支障の未然防止に対する，市の施策による環境保全上の支障の未然防止    

●環境保全施策の科学的かつ総合的な実施●環境保全施策の科学的かつ総合的な実施●環境保全施策の科学的かつ総合的な実施●環境保全施策の科学的かつ総合的な実施 
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２２２２    計画の内容計画の内容計画の内容計画の内容    

 

ママママ    
    

スススス    
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ララララ        
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第１章第１章第１章第１章    計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方    ●この計画の策定に至る背景や目的
を整理するとともに，計画の性格や
役割を明らかにします。 

●計画の対象地域や範囲，計画の期間
を定めます。 

●計画の推進主体とその役割を明確
にします。 

１ 計画策定の背景及び目的 
２ 計画の内容 
３ 計画の性格及び役割 
４ 計画の対象地域 
５ 計画の範囲 
６ 計画の期間 
７ 計画の推進主体とその役割 
         ↓↓↓↓     

第２第２第２第２章章章章    ひたちなか市の環境の現状と課題ひたちなか市の環境の現状と課題ひたちなか市の環境の現状と課題ひたちなか市の環境の現状と課題    ●本市の環境の状況について，資料や
市民意識調査の結果などを基に，現
状と課題を整理します。 

１ 人口と土地利用 ２ 自然環境 
３ 都市環境 
４ 地球環境／循環型社会※ ５ 生活環境 
６ パートナーシップ 
７ 環境に関する市民・事業者の意識 
         ↓↓↓↓     

第３章第３章第３章第３章    計画の目標計画の目標計画の目標計画の目標    ●本市の環境特性及び課題などを踏
まえ，本計画の目指す環境像を設定
します。 

●目指す環境像の達成に向け，施策展
開の柱となる環境目標を設定しま
す。 

１ 目指す環境像 
２ 環境目標 

         ↓↓↓↓     

第４章第４章第４章第４章    施策の展開施策の展開施策の展開施策の展開    ●環境目標を達成し，目指す環境像を
実現するために，環境目標ごとに方
向性を定め，これに従い施策を展開
します。 

●環境目標の達成に向け，市民，事業
者及び滞在者の取組を定めます。 

施策展開の方向性／施策の展開／具体的施策
の展開／市民が取り組むこと／事業者が取り
組むこと／滞在者が取り組むこと／環境指標 

         ↓↓↓↓     

第５章第５章第５章第５章    リーディングプロジェクトリーディングプロジェクトリーディングプロジェクトリーディングプロジェクト    ●計画期間中，特に先導的な役割を果
たす重点的に取り組む施策を「リー
ディングプロジェクト｣と位置付
け，その実現に向けた道筋，方策を
明らかにします。 

背景・目的／実施内容／実施体制／実施工程 

         ↓↓↓↓     

第６章第６章第６章第６章    市民・事業者の環境に配慮した行動市民・事業者の環境に配慮した行動市民・事業者の環境に配慮した行動市民・事業者の環境に配慮した行動    ●市民や事業者が日常生活や事業活
動にあたって環境に配慮するため
の行動指針を示すとともに，その指
針に沿った具体的な行動を例示し
ます。 

１ 環境配慮指針作成の目的 
２ 環境配慮指針の構成 
   市民・事業者の環境配慮指針 
   事業別の環境配慮指針 
         ↓↓↓↓     

第７章第７章第７章第７章    計画の推進計画の推進計画の推進計画の推進    ●施策の実効性を確保し，計画を着実
に推進するための推進体制を整備
します。 

●複雑化，多様化する今日の環境問題
に対応するため，周辺自治体との連
携や環境に関する調査・研究につい
て定めます。 

●実行性を確保するための財政的措
置や各種計画との連携について定
めます。 

１ 計画の推進体制  
２ 計画の進行管理 
３ 環境に関する調査・研究  
４ 財政的措置  
５ 各種計画との連携 
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３３３３    計画の性格及び役割計画の性格及び役割計画の性格及び役割計画の性格及び役割    

 

「ひたちなか市環境基本計画」は，平成 12 年３月に制定された「ひたちなか市環境基本条

例」第８条に位置付けられた計画です。 

 この計画は，環境行政に関する総合的な計画で，「ひたちなか市環境基本条例」の理念を施

策として展開するための具体的方向性を定めるものです。環境行政の基本理念，望ましい環境

像と基本目標，施策の基本方向及びその他環境の保全等に関する施策を，総合的かつ計画的に

推進するために必要な事項を示しています。併せて，市の施策の遂行にあたっての環境への配

慮事項や，個別の計画策定における環境の保全等に関する方向性を明らかにするものです。 

 

諸計画との関係諸計画との関係諸計画との関係諸計画との関係    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基本法環境基本法環境基本法環境基本法 

ひたちなか市ひたちなか市ひたちなか市ひたちなか市第第第第 2222 次次次次環境基本計画環境基本計画環境基本計画環境基本計画    
    
■■■■目指す環境像 

「暮らしと自然が共生し，ゆとりと潤いのあ

る自立協働都市」 

■環境目標 

１ 身近な自然を守り，育みながら，「ひたちなか」

らしさのある豊かな自然を次代へ継承します。 

２ 恵まれた環境資源を生かし，ゆとりと潤いのあ

る都市環境をつくります。 

３ 地球にやさしく，環境負荷の少ない持続可能な

循環型の地域社会をつくります。 

４ 暮らしや産業活動と環境との調和がとれた，健

康で快適な毎日が過ごせる地域社会をつくりま

す。 

５ 環境保全活動を協働して進めるまちをつくり

ます。 

ひたちなか市環境基本条例ひたちなか市環境基本条例ひたちなか市環境基本条例ひたちなか市環境基本条例 ひたちなか市第２次総合計画ひたちなか市第２次総合計画ひたちなか市第２次総合計画ひたちなか市第２次総合計画※※※※ 

基本構想基本構想基本構想基本構想    

■将来都市像 

「豊かな産業といきいきとした暮らしが広が

る世界とふれあう自立協働都市」 

      基本計画基本計画基本計画基本計画    

■まちづくりの基本目標 

○多様な産業が発展しにぎわいあふれるまちづく

り 

○機能的で潤いに満ち安全に暮らせるまちづくり 

○元気で思いやりと優しさに支えられたまちづく

り 

○豊かな人間性を育み個性がきらめくまちづくり 

個別計画個別計画個別計画個別計画    

・ひたちなか市エコオフィス計画※，ひたちなか市環境学習推進計画 など 

ひたちなか市自立と協働のまちづくり基本条例ひたちなか市自立と協働のまちづくり基本条例ひたちなか市自立と協働のまちづくり基本条例ひたちなか市自立と協働のまちづくり基本条例 
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４４４４    計画の対象地域計画の対象地域計画の対象地域計画の対象地域    

 

 ひたちなか市全体を計画の対象とし，広域的な対応が必要なものについては，国や県，他の

地方自治体などと協力しながら課題の解決に取り組むものとします。 

  

５５５５    計画計画計画計画の範囲の範囲の範囲の範囲    

 

 この計画の対象分野は，「自然環境」，「都市環境」，「地球環境／循環型社会※」，「生活環境」

及び「パートナーシップ」の５つの分野とします。 

  

自然環境自然環境自然環境自然環境    

地形・地質／河川・海岸／動物／植物／ 

身近な水辺・自然／ひたちなか地区の自然 など 

 

都市環境都市環境都市環境都市環境    

都市景観／公園・緑地／歴史的・文化的環境／ 

暮らしのマナー・モラル など 

 

地球環境／循環型社会地球環境／循環型社会地球環境／循環型社会地球環境／循環型社会※    

地球環境（地球温暖化※／オゾン層破壊※／酸性雨※ 等）／ 

資源・エネルギー／廃棄物／水資源・水循環／自動車交通 

など 

 

生活環境生活環境生活環境生活環境    

大気汚染／水質汚濁／騒音・振動／悪臭／土壌汚染／ 

地 盤 沈 下 ／ 有 害 化 学 物 質 等 ※ ／ 環 境 放 射 線 等 ※ ／    

など 

 

パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ    

         環境教育／環境学習／環境情報／環境保全活動 など 
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６６６６    計画の期間計画の期間計画の期間計画の期間    

 

計画の期間は平成 32 年度（2020 年度）までとします。 

 ただし，「ひたちなか市第２次総合計画※」との整合性を図るため，また個別施策の展開に

あたって計画を円滑に推進するため，施策等については平成 27 年度（2015 年度）を中間

目標とし，見直しを行います。 

また，計画で考慮されていない新たな問題の発生や，市民の環境に対する認識・ニーズの変

化，環境に関する情勢の変化に対しても柔軟に対応します。 

 

計  画 

年度 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32  

市第２次総合計画※

後期計画 

  

         ◎          

   

市第２次環境基本計

画 

          ☆             ◎  

   

                      ◎：目標年度 ☆：中間目標（見直し） 

 

７７７７    計画の推進主体とその役割計画の推進主体とその役割計画の推進主体とその役割計画の推進主体とその役割    

 

この計画は，生活者としての市民（民間団体を含む）を中心に，事業者，滞在者及び行政が

計画の主体としてそれぞれの役割を分担し，協働して計画を推進します。 

 

①市民の役割①市民の役割①市民の役割①市民の役割    

 市民は，日常生活に伴う資源やエネルギーの消費，廃棄物の排出などによる環境への負荷の

低減に努めるとともに，市などが実施する環境施策に積極的に協力することが望まれます。 

 

②事業者の役割②事業者の役割②事業者の役割②事業者の役割    

 事業者は，その事業活動が環境に与える影響を認識し，環境への負荷の低減に努めるととも

に，市の規制及び指導を遵守し，市が実施する環境施策に積極的に協力することが望まれます。 

 

③行政の役割③行政の役割③行政の役割③行政の役割    

 市は，本市の環境の保全と創造を担う責任主体として，本計画に掲げる施策を総合的かつ計

画的に実施します。また，率先して環境への負荷の少ない事業の実践に努めるとともに，市民

及び事業者の環境保全活動に対して支援していきます。 

 さらに，市は，国や他の地方公共団体はもちろん，市民や事業者などと連携しながら，本計

画に基づく環境の保全と創造のための施策を推進します。 
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④滞在者の役割④滞在者の役割④滞在者の役割④滞在者の役割    

 旅行などで本市に滞在する観光客などは，「①市民の役割」に準じて環境への負荷の低減に

努めることが望まれます。 

 

 


